


	分野
	会計分野（財務会計Ⅰ）

	教材の
タイトル
	どの会社の株を買う？

	教材からの学び
	１　会社の財務諸表（有価証券報告書）の見方を知る。
２　収益性、効率性、安全性、成長性についての理解を深め、経営分析の方法を理解するとともに、会計的側面から会社を分析する力を養う。
３　まとめた経営分析についてグループワークを実施し、どの会社の株を買うのか多面的・多角的に分析し、意思決定を行う能力を養う。
４　さらに、経営分析についてのマイクロディベート（orグループワーク）を実施し、問題解決に向けて主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

	時間数
	４時間

	授業の
進め方
	＜１時間目　講義＞
１　ワークシートとトヨタ自動車、日産自動車、本田技研工業の３社の財務諸表を配付し、分析方法の講義を行う。３社の2023年３月期から2024年３月期までのデータから収益性、効率性、安全性、成長性の経営分析を行う。（50分）

＜２限目　意見共有＞
１　３～４人グループに分かれ、個人で行った経営分析をグループ内で発表し、まとめる。（30分）
２　グループでまとめた経営分析について全体発表を行い、意見共有を行う。
（20分）

[bookmark: _Hlk206322573]＜３限目　マイクロディベート（グループワーク）の準備＞
[bookmark: _Hlk206322525]１　マイクロディベート(orグループワーク)の方法の説明を行い、ディベート（orグループワーク）の準備を行う。
（50分）

＜４限目　マイクロディベート（グループワーク）の実施＞
１　マイクロディベート(グループワーク)を実施する。（40分）
２　「評価資料」の「振り返り評価シート」を活用して、振り返りをする。（５分）
３　クロージング。（５分）


ティーチングノート






どの会社の株を買う？　授業計画

■本時の位置付け
第22章　財務諸表分析
第６節 　財務諸表分析の実際

■本時の目標
１時間目
ワークシートとトヨタ自動車、日産自動車、本田技研工業の３社の財務諸表を配付し、収益性、効率性、安全性、成長性の経営分析を行い、会計的側面から会社を分析する力を養う。
２時間目
３～４人グループに分かれ、個人で行った経営分析をグループ内で発表し、表現力を身に付ける。
３時間目
グループでまとめた経営分析について全体での意見共有を行い、主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。
４時間目
マイクロディベート（orグループワーク）を実施し、主体的に問題解決に取り組み、主体的に学び続ける態度を養う。

■評価規準
【Ａ】知識・技術
・財務諸表の見方に関する知識を身に付けている。
・経営分析の方法について理解しており、関連する技術を身に付けている。

【Ｂ】思考・判断・表現
・経営分析に関する課題の解決方法を発見している。
・科学的な根拠に基づいて自身の考えを表現している。

【Ｃ】主体的に学習に取り組む態度
　・課題解決に対して、主体的に解決しようとしている。
・グループ活動において、主体的に積極的に取り組もうとしている。
・振り返りにより、今回の学習を今後に生かしていこうとしている。

■留意事項
　・財務諸表分析の講義は終わっていることを前提とする。
　・グループワーク、発表、マイクロディベート（orグループワーク）が円滑に進むよう、適宜教員から指導・助言を行う。


■授業運営の詳細
＜１時間目＞
	【授業の大枠】
・ワークシートとトヨタ自動車、日産自動車、本田技研工業の３社の財務諸表を配付し、見方の講義を行う。３社の2023年３月期から2024年３月期までのデータから収益性、効率性、安全性、成長性の経営分析を行う。(50分)


※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　導入（７分）
　・皆さんに質問です。皆さんはこれから会社の株を購入します。今後、株価が上がっていくと考えられる会社の株を購入したいです。そのような会社の株を買う前に何を調べますか。もしくは、何を基準にして株を購入しますか。考えてみましょう。こちらの質問で生徒に株の購入について考えさせる。その後、どのように考えたか５分くらいで意見共有を行う。その後、以下の話をしてこの授業を始める。
　・会社の株を買う際に財務諸表分析を行います。財務諸表とは、損益計算書・貸借対照表・キャッシュフロー計算書などが挙げられます。投資家は会社の健康状態を把握するために、財務諸表の分析を行い、「利益が安定している会社」を選んだり、「借金が少なく健全な財務体質をもつ会社」を選んだりします。今回は、この財務諸表分析について学んでいきましょう。

２　財務諸表分析の講義（８分）
　・ワークシートを配付する。
・本教材の財務諸表分析に関する説明を活用して財務諸表分析の基礎について学習する。財務諸表分析については、「財務会計Ⅰ」で学習を終えた後に取り組むことを前提とする。それぞれの計算式について事前に復習を行ってもよい。
　　
３　意見共有に向けた事前学習の指示（財務諸表分析）（35分）
　・トヨタ自動車、日産自動車、本田技研工業の３社の財務諸表（貸借対照表・損益計算書）より財務諸表分析を行ってみましょう。データは2023年３月期から2024年３月期までのデータです。
　・２時間目の意見共有に向けて、３社の財務諸表分析を事前に学習するように生徒へ指示をする。事前学習は２時間目までに回収し、評価をつける（評価については、振り返り評価シート（シート１またはシート２）の「知識・技術」「思考・判断・表現」について意見共有を行う前に評価しておく）。






＜２時間目＞
	【授業の大枠】
＜意見共有＞
・３～４人グループに分かれ、個人で行った経営分析でグループ内意見共有を行う。（30分）
・グループでまとめた経営分析について全体発表を行い、意見共有を行う。（20分）


※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　議論を始める前に（２分）
（１）心理的安全性の確保
・それでは今から全体の意見共有を行いますが、皆さんから多くの意見があればあるほどこの授業は深まります。また、皆さんの意見には間違いなどありません。私の意見は的を外しているなんて思わないでください。むしろ、誰もが考え付かないような意見が皆さんの学びや視野の広がりにつながります。他の人と同じ意見でもかまいません。できれば誰の意見と同じか分かるように、〇〇さんと同じ意見で～と付けられるといいですね。よろしくお願いします。

２　グループ内意見共有（28分）
　・前回までに行った財務諸表分析について、各財務指標の数値をグループで確認し、異なる場合はどれが正しいかグループでの意見を出しましょう。その後、財務諸表を分析した結果、どの会社の株を購入するのかそれぞれの意見を共有しましょう。その根拠についても考えてください。

３　全体意見共有（20分）
　・今から全体の意見共有を行います。①最初に、財務諸表分析をしてそれぞれの面から気付いたことを発表してください。②次に、どの会社の株式を購入するのか、その根拠を含めた意見を共有し、発表してください。














＜３時間目＞
	【授業の大枠】
＜マイクロディベート（グループワーク）の準備＞
・マイクロディベート(orグループワーク)の方法の説明を行い、ディベート（orグループワーク）の準備を行う。


※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　マイクロディベート（グループワーク）について（10分）
　・ディベートとは、ある論題について肯定側と否定側の２チームに分かれて、一定のルールの下で行う論戦です。２つのグループ間で、主張する会社を決めてください。ディベートではどちらのチームが審判（ジャッジ）を説得させられるかで勝ち負けが決まります。
　・グループは当初に決めた３～４人のグループで行う。２つのグループで主張する会社が重なってしまう場合は、じゃんけんやくじ引きで主張する会社を決めることもありとする。
　・ディベートを行う際に心がけること、ディベート時間、司会原稿に関する説明や出典、YouTubeでの動画を活用してディベートの基礎について学習する。YouTube動画等についてはあくまでも一例であるので、各学校や教員の裁量で授業を展開する。
参考YouTube
　・https://www.youtube.com/watch?v=TLyUFesyX3o
　　ディベートとは？　ＣＤＳ　Project

２　マイクロディベート（グループワーク）の準備（40分）
　・マイクロディベートワークシートを活用して、マイクロディベートのための準備を行う。グループ内でできるだけたくさんの意見を出して、ディベートが実施できるようにする。各発表者と司会者を事前に決めておく。
















＜４時間目＞
	【授業の大枠】
＜マイクロディベート（グループワーク）の実施＞
・マイクロディベート(グループワーク)を実施する。（40分）
・振り返り評価シート（シート１またはシート２）を活用して、振り返りをする。（５分）
・クロージング。（５分）


※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　マイクロディベート（グループワーク）の実施（40分）
　・それでは、マイクロディベートを実施します。肯定側・否定側はそれぞれの立場で積極的な発言、討論を行ってください。ディベートの司会は司会者に任せますので、指示に従ってください。また、ディベートに参加していない人が審判になります。ディベート判定シートと最終的な判定の記入を行ってください。肯定側・否定側のよかったところや改善するところをぜひ発表してください。それでは、司会者の方お願いします。
　・ディベートの座席を事前に示しておくとよい。
　・肯定側・否定側のよかったところ、改善するところについてはディベート終了後に司会者から問いかけを行う。
　・主張を行うための持ち込み（グラフなどの図）については、各学校の裁量とする。

２　振り返り（５分）
・振り返り評価シート（シート１またはシート２）を配付し、記入させ、グループで共有する。振り返りは学びの定着・課題の発見・自己評価につながるため必ず行う。
・振り返り評価シート（シート１またはシート２）を回収し、評価をつける。

３　クロージング（本時の学習の結晶化）（５分）
　　本教材の作者は以下のように毎回この授業をクロージングしています。もしよろしければ参考にしてください。（クロージングの方法はこの限りではありません。）
　・今日学んだ財務諸表分析は、会社の健康状態を判断する重要なツールです。株式投資や経営判断に大きな影響を与えます。これからのキャリアや個人投資の際に、ぜひ、これらのスキルを活用してみましょう。ただ、数字だけを見るのではなく、会社の事業内容や業界動向と組み合わせて考えることも重要です。分析の力は人生にも役立ちます。このスキルを大切にしてください。
　・また、今日のディベートを通して、皆さんは何を感じましたか。自分の意見を伝えることや相手の意見を聞くこと、どちらも大切だったと思います。ディベートの目的は勝ち負けだけでなく、考えを深めることです。今日の議論を通して、皆さんは一つのテーマを多角的に見る力を身に付けました。これは、社会で生きていく上でもとても大切な力です。
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